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▶最近ではハラスメントという言葉をよく耳にするようになりました。
2022年４月にパワハラ防止法が中小企業にも施行されることになって意識
が高まってきているのを感じます。
▶残念なニュースが立て続けに聞こえてきました。本年３月に岐阜県岐南
町長が、４月には岐阜県池田町長がどちらもセクハラで辞職、愛知県東
郷町長がパワハラで辞職です。私たちが代表として選んだ人がハラスメン
トを何度も繰り返していたこと、それも訴えられてやっと自らの行動に気が
付いたような有様では残念でなりません。町長のインタビューなどニュース
を見ていると呆れて物も言えないような内容です。モラルに欠ける人が首
長としての役割を果たせるとは到底思えず、辞職は当然の選択でしょう。
▶しかし、ハラスメントは政治家のことだけではなく、私たちの周りでも
十分起こりえることです。ハラスメントには様々なものがあり、例えば社
内でため息をついただけでも不機嫌ハラスメント（フキハラ）と呼ばれるそ
うです。「自分は今機嫌が悪いんだ！」と表現していると周りに受け取られ
るとフキハラと言われるそうです。これまで以上に行動や言動には気をつ
けましょう。� （藤垣　寿通）
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　名税政各支部の幹事長から構成される組織委
員会では、組織活動の統一や強化と、支部との
連絡調整を担当し、税政連活動に対する理解や
関心を組織全体として高めることを担っています。
　税政連活動について、理解の不十分や誤解
から、極端なケースでは訴訟に及んだ事例があ
ります。栃木県税理士政治連盟に対して、会員
の地位が存在しないことを確認請求した事件は、
「原告税理士に対する一連の取り扱い等は、原
告に対して不快の感情を抱かせるものであるにし
ても、強制や不利益の付与を伴うものであるとま
ではいえないから」として、令和２年２月に第一
審判決で棄却され、同年９月に和解しています。
　名税政は、名古屋税理士会の目的を実現する
ために、国会議員に要望書を携えて陳情してい
ます。納税者のためにも、これからの租税制度
等を確立するため必要な政治活動を行い、納税
者の信頼にこたえることも税理士の使命（税理
士法第１条）に相通じることになります。令和
６年６月の、令和７年度税制改正要望書の冒頭
には、「国会議員の皆様におかれましては、本
連盟の意とするところをお汲み取りいただき、
党内審議及び国会審議に際しましては、本連盟
の要望実現に向けて是非ともご尽力、ご支援賜
りますよう、よろしくお願い申し上げます。」と
書かれています。実現した要望事項の恩恵は、

すべての税理士および納税者にもたらされま
す。年末の税制改正大綱で実現されるよう、関
係国会議員に積極的に要望して参ります。
　また、今年は、衆議院議員の選挙があるとさ
れています。名税政では推薦基準に従い、候補
者を推薦しています。推薦基準は、「税理士制
度の確立、租税制度の発展、税理士の社会的地
位向上に寄与すると思われる、名古屋税理士会
や名税政の施策に理解と尽力、今後の協力が認
められる者」という基準です。
　世間の風潮は、政治に対する不信感が払拭さ
れず、憂慮する事態が続いていますが、平昌彦
会長をはじめとする役員や、名税政各支部の支
部長や幹事長の皆様と協力しながら、名税政の
存在理由やこれまでの活動成果を丁寧に説明す
れば、会員の理解が以前よりもむしろ深まるの
ではないかと期待をしています。
　野田佳彦衆議院議員が、丁寧に説明する大切
さを説いています。「もう20年前になりますが、
国会見学に来た小学生がどんどん質問してきて
『政治家は悪い奴ばかりだ』と言うんです。この
小僧を抑えないといけないと、丁寧に分かりや
すく面白く説明したら、彼はファンになってく
れて弟子になったんですよ（笑）。」（日本公認
会計士政治連盟、政連ニュース2024年２月15日
第500号）

丁 寧 な 説丁 寧 な 説 明明

副幹事長　豊田　恭史

　ヒマワリは代表的な夏の花です。見ているだけで夏の暑さを感じ、太陽に向って咲き誇る姿は力や強さ、未来
への希望さえ感じます。ドジャースで大谷選手がホームランを打つとヒマワリの種のシャワーを浴びるようです
が、ヒマワリの原産地は北アメリカで、その種は主に先住民の食用だったそうです。
　大谷選手にはもっとシャワーを浴びて、より大きな大輪のヒマワリに育って欲しいものです。

“ひまわりの小径”	 荒井　伸也（名古屋中支部）・撮

表紙写真の説明
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平会長のあいさつ 酒井議長のあいさつ

　名古屋税理士政治連盟第51回定期大会は、６
月14日（金）名古屋東急ホテルにおいて、代議員及
び役員等多数が出席して開催された。大会は午
後３時に神戸秀夫副幹事長の司会により開会し、
司会者が代議員総数242人のうち194人（うち委任
状による議決権行使者123人を含む）の出席者があ
り、本大会は適法に成立している旨を報告した。
　村瀬三浩副会長が開会のことばを述べた後、
平昌彦会長が定期大会開催にあたってあいさつ
し、「政治連盟が存在する意義、政治連盟の
活動についてご理解、ご協力をお願いするととも
に、会費納入を改めてお願いしたい。」と述べた。
　次いで、司会者が臨席の来賓を紹介した後、
議長の選任が行われ、出席代議員のうちから酒井
正勝代議員（名古屋中支部）が議長に選任された。
酒井議長は、議長席につき、議長就任のあいさつ
を述べ、議事録署名者を指名して議事に入った。
第１号議案　令和５度運動経過報告承認の件
第２号議案　令和５年度収支決算承認の件
　　　　　　（監査報告）
第３号議案　令和６年度運動方針決定の件
第４号議案　令和６年度収支予算決定の件
　第１号議案及び第３号議案は、小島善弘幹事
長から、第２号議案及び第４号議案は、工藤智
財務委員長からの説明、岩田敏男会計監事から
監査報告があり、いずれも異議なく、原案のと
おり可決承認された。

　以上で、議案の審議を終了し、議長は議事進
行上の協力を謝す旨を述べて、議長席を退席した。
　倉地 雄政策委員長の進行により令和６年度
表彰を行い、表彰規程第３条第１号該当者17人を
代表して井上新会員、同第２号該当者47人を代
表して寺澤克佳会員、同第３号該当者の田中道
義会員、同第４号該当者の藤川師弘会員へ平会
長から表彰状（感謝状）及び記念品が贈呈された。
　続いて、倉地副幹事長の進行により支部表彰を
行い、特別表彰の高山支部長をはじめ、岐阜北
支部長、岐阜南支部長、関支部長、中津川支部長、
名古屋東支部長、名古屋北支部長、中川支部長、
半田支部長へ平会長から感謝状が贈呈された。
　次に、日税政会長代理として田中克明東海税
政連会長、那須弘敬近畿税政連会長、永松雄一
郎九州北部税政連会長、尾崎秀明名古屋税理士
会会長から祝辞をいただいた。最後に小松佳史
副会長が閉会のことばを述べ、定期大会は滞り
なく終了した。
　引き続き、淺井昭弘副幹事長及び佐藤英男副
幹事長の司会進行により国政報告会を行い、出
席いただいた、古川元久衆議院議員、斎藤嘉隆
参議院議員、田島麻衣子参議院議員、牧義夫衆
議院議員、鈴木淳司衆議院議員、近藤昭一衆議
院議員から国会の現況等を報告していただいた。
　その後、谷口賢治副幹事長の司会により懇親
会を開催し、森靖副会長の開宴のことばに続い

令和６年６月14日　於　名古屋東急ホテル
全議案を原案のとおり可決

第51回定期大会を開催
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田中克明日本税理士政治連盟会長代理、東海税理士政治連盟会長　祝辞 那須弘敬近畿税理士政治連盟会長　祝辞

永松雄一郎九州北部税理士政治連盟会長　祝辞 尾崎秀明名古屋税理士会会長　祝辞

税理士による国会議員等後援会（順不同）

院 氏　　名 政　党 選　挙　区 会　　長 幹　事　長
衆 現 古　川　元　久 国　民 愛 知 ２ 区 前　原　明　弘 神　戸　秀　夫
衆 現 近　藤　昭　一 立　憲 愛 知 ３ 区 渥　美　雅　裕 大　川　雅　彰
衆 現 野　田　聖　子 自　民 岐 阜 １ 区 平　工　信　雄 苅　谷　悦　利
衆 現 棚　橋　泰　文 自　民 岐 阜 ２ 区 近　藤　正　彦 藤　川　師　弘
衆 現 武　藤　容　治 自　民 岐 阜 ３ 区 丹　下　忠　彰 竹　市　憲　正
衆 現 金　子　俊　平 自　民 岐 阜 ４ 区 平　林　英　一 田　中　勝　彦
衆 現 古　屋　圭　司 自　民 岐 阜 ５ 区 前　川　直　彦 西　尾　博　隆
衆 現 牧　　　義　夫 立　憲 比 例 東 海 田　中　道　義 表　野　宏　和
参 現 大　塚　耕　平 － 愛　知　県 久　野　耕　嗣 久　納　幹　史
参 現 斎　藤　嘉　隆 立　憲 愛　知　県 井ノ上　由貴男 三　品　雅　義
参 現 藤　川　政　人 自　民 愛　知　県 宮　崎　晃　吉 細　井　隆　好
参 現 里　見　隆　治 公　明 愛　知　県 梅　原　一　男 上　島　大　慶
参 現 伊　藤　孝　恵 国　民 愛　知　県 加　賀　元　浩 服　部　達　哉
参 現 渡　辺　猛　之 自　民 岐　阜　県 加　藤　敦　司 落　合　伸　弘
 名古屋市長 河　村　たかし 減　日 　 浅　野　　　洋 西　尾　正　範

令和６年７月１日現在

て、来賓の大村秀章愛知県知事、河村たかし名
古屋市長、藤川政人参議院議員、古屋圭司衆議
院議員、近藤昭一衆議院議員からあいさつをい
ただいた。大西孝之顧問の発声により乾杯の後、
渡辺猛之参議院議員、伊藤孝恵参議院議員、里
見隆治参議院議員からあいさつをいただいた。

籔本裕信副幹事長から祝電披露が行われ、和や
かな懇談となった。
　最後に、小川令持顧問の中締めのあいさつ、
中野修宏総務副会長から閉宴のことばがあり、
盛会裏に散会した。
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１．運動の概況

　本連盟は、名古屋税理士会（以下「本会」とい
う。）の方針に添い、日本税理士政治連盟（以下
「日税政」という。）との連携を密にし、本連盟支
部並びに税理士による国会議員等後援会（以下
「後援会」という。）の協力を得ながら、団結して、
次のとおり活発な運動を展開した。
　令和５年度は、税制改正に関する要望書を４
月26日開催の幹事会において決議し、５月９日
開催の総務会に報告され、６月９日開催の定期
大会において推薦国会議員等に配付した。この
要望書は、最重点要望事項４項目を含む全13項
目からのものであり、各後援会の協力を得て、
推薦国会議員等に対する陳情活動を開始した。
　なお、新型コロナウイルス感染症の分類が５
月のゴールデンウィーク明けから第２類から第
５類に変更されたことに伴い、全ての活動がコ
ロナ禍以前の形態に戻った。

⑴　税制改正に関する要望について
ⅰ　税制改正に関する本連盟の基本的視点
　本連盟は、令和６年度の税制改正に際し、特
に緊急かつ重要と思われる13項目について要望
書を取りまとめた。
　この要望書は中小企業者等、納税者の税負担
の適正化を求めて、次のような視点から提言を
している。
１．公平な税負担
２．理解と納得のできる税制
３．適正な事務負担
４．時代に適合する税制
５．透明な税務行政

ⅱ　税制改正に関する重点要望事項
【所得税】
１．所得控除を見直すこと。
２．所得税の確定申告期限を延長すること。
【法人税】
３．損金算入規定等について見直すこと。
【相続税・贈与税】
４．相続税の課税方式を法定相続分課税方式か
ら遺産取得課税方式に変更すること。

５．生前贈与加算の期間を７年に延長すること
等に伴う適切な措置を講ずること。

【消費税】
６．適格請求書等保存方式（インボイス方式）の
導入を見送るべきである。

７．消費税は単一税率とすること。
８．各種課税制度の選択できる時期を見直すこ
と。

【地方税】
９．婚姻期間が20年以上の配偶者からの贈与に
より居住用不動産を取得した場合は不動産取
得税を非課税とすること。

10．ふるさと納税の適正化を図ること。
【複数税目共通】
11．減価償却の計算方法として定率法と定額法
の選択制は維持した上で簡素な計算方法に見
直すこと。

12．少額の減価償却資産における取得価額基準
を引上げること。

13．税法上の親族の範囲を各税法の趣旨に合わ
せた範囲にすること。

◎最重点要望事項
【所得税】
・所得控除を見直すこと。
・所得税の確定申告期限を延長すること。
【消費税】
・消費税は単一税率とすること。
・各種課税制度の選択できる時期を見直すこと。

ⅲ　税制改正要望の結果と今後の展望
　「令和６年度の税制改正に関する要望書」につ
いては、各政党の数多くの議員に対し、積極的

第１号議案　令和５年度運動経過報告承認の件

令和５年度運動経過報告
自 令和５年４月１日　至 令和６年３月31日

第51回定期大会
可　決　議　案
令和６年６月14日（金）
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かつ粘り強く度重なる陳情活動を行い、理解を
求めた。
　改正の経緯としては、令和５年12月14日に与
党税調による「令和６年度税制改正大綱」が決定
され、12月22日に「令和６年度税制改正の大綱」
が閣議決定された。令和６年２月２日に「所得
税法等の一部を改正する法律案」が、２月５日
に「地方税法等の一部を改正する法律案」が国会
に提出され、３月２日に両法案が衆議院で可決、
３月28日の参議院本会議において予算関連法案
とともに両法案が可決・成立した。
　令和６年度税制改正は、「持続的かつ構造的
な賃金引上げ」を主軸として予算が編纂される
こととなり、それに基づき取りまとめられた。
　消費税の「適格請求書等保存方式（インボイス
方式）」については、令和５年10月１日からその
制度が施行され、関与先の日々の経理処理の現
場、申告業務の現場においても、様々な問題点
が顕在化している。本連盟において問題点を取
りまとめ、立法の場に届ける活動を継続してい
く。
　所得税における所得控除の見直しについて
は、「異次元の少子化対策」に期待したものの、
年少扶養親族の所得控除は復活しなかったが、
児童手当を含めた総合的な政策のなかで、本連
盟が要望した事項の趣旨が実現されるよう、今
後とも粘り強く活動を継続する。
　所得税の確定申告期限の延長については、今
回の税制改正大綱には盛り込まれなかったもの
の、様々な物理的トラブルに対するリスクの分
散を図る上でも、また事務の効率化等により得
られた成果は、納税者にも還元されるべきであ
るとの視点からも、実現に向けて運動を推進す
る。
　今回の税制改正においては、定額減税が１年
限りの措置として導入された。この制度につい
て、令和６年２月５日付で国税庁からQ＆Aが
公表された。我々も制度の詳細について知るこ
ととなったが、様々な問題も散見され、その存
在について国会議員に伝える活動を行い、国会
での質問につなげることができた。
　要望事項がなかなか実現されない状況にある
ものの、本連盟の活動、各後援会の活動等を通

じて、確実に国会議員等には伝わっていること
は確信できる。今後も納税者の税負担の適正化
を求めて、是々非々の姿勢を貫き、本連盟とし
ては税制改正要望実現に向けて活動していく。

⑵　政治資金問題等への対応について
　本連盟は、関連議員に対し、令和６年名古屋
税理士会関連４団体新年賀詞交歓会及び税務支
援事業の視察については、参加の見合わせを申
し入れた。

⑶　登録政治資金監査人制度の対応について
　例年、日税連が主催する「政治資金監査指導
者研修」に参加していたが、昨年度に引き続き
本年度も研修の開催が中止された。

⑷　地方公共団体の監査委員等に関する税理士
の任用の対応について

　本会と連携を図り、監査委員の改選時期が近
い地方公共団体に対して監査委員等に関する税
理士の任用方依頼を行った。

⑸　国会議員による税務支援事業の視察について
　本連盟では、税理士会が行う税務支援事業に
ついて理解を得るため、例年関係国会議員によ
る税務支援事業の視察を行っている。本年度は、
次の11人の国会議員が実施した。

視察月日 視察会場 視察議員

２月３日（土）岐阜北税理士会館、岐南町商工会館 野田聖子衆議院議員

２月３日（土）岐阜北税理士会館、岐南町商工会館 武藤容治衆議院議員

２月３日（土）岐阜北税理士会館 渡辺猛之参議院議員
２月13日（火）イオンモール名古屋茶屋 藤川政人参議院議員

２月16日（金）税理士会ビル、ウィルあいち 大塚耕平参議院議員

２月16日（金）
昭和ビル、税理士会
ビル、イオンモール
名古屋茶屋

斎藤嘉隆参議院議員

２月16日（金）サイエンス交流プラザ、税理士会ビル 古川元久衆議院議員

２月19日（月）税理士会ビル 牧　義夫衆議院議員
２月19日（月）日進市役所 近藤昭一衆議院議員
２月19日（月）税理士会ビル 伊藤孝恵参議院議員
２月26日（月）豊明市役所 里見隆治参議院議員
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⑹　推薦国会議員等政策担当秘書との勉強会に
ついて

　国会議員とのより一層緊密な関係を築くこと
及び税制改正要望の一層の浸透を図ることを目
的として、推薦国会議員等政策担当秘書との勉
強会を開催している。
　なお、本年度は、日税政から秋山典久政策
委員長を講師としてお招きし、政策を担当する秘
書19人の参加を得て令和５年８月２日に開催した。

⑺　税理士による国会議員等後援会について
　本連盟では、国会議員等を支援する組織とし
て後援会を結成しており、支部及び後援会の活
性化を図るため、支部長及び後援会長との連絡
会議を開催した。
　令和５年９月１日に「税理士による伊藤たか
え後援会」が設立された。
　本連盟の要望事項実現のため、後援会を通じ
より広範囲な活動ができることを期待する。
　「税理士による大野泰正後援会」は、令和６年
３月28日に解散した。
　次のとおり「税理士による国会議員等後援会」
が組織されている。
� （令和６年３月末日現在）

氏名 政党 選挙区 後援会長 幹事長

野田　聖子 自由民主党 岐阜１区 平工　信雄 苅谷　悦利

棚橋　泰文 自由民主党 岐阜２区 近藤　正彦 藤川　師弘

武藤　容治 自由民主党 岐阜３区 丹下　忠彰 竹市　憲正

金子　俊平 自由民主党 岐阜４区 平林　英一 田中　勝彦

古屋　圭司 自由民主党 岐阜５区 前川　直彦 西尾　博隆

古川　元久 国民民主党 愛知２区 前原　明弘 神戸　秀夫

近藤　昭一 立憲民主党 愛知３区 渥美　雅裕 大川　雅彰

牧　　義夫 立憲民主党 比例東海 田中　道義 表野　宏和

渡辺　猛之 自由民主党 岐阜県 加藤　敦司 落合　伸弘

大塚　耕平 国民民主党 愛知県 久野　耕嗣 久納　幹史

斎藤　嘉隆 立憲民主党 愛知県 井ノ上由貴男 三品　雅義

藤川　政人 自由民主党 愛知県 宮崎　晃吉 細井　隆好

２．大会に関する事項
３．総務会に関する事項
４．推薦審査会に関する事項
５．会計監事の監査に関する事項
６．幹事会に関する事項
７．正副幹事長会に関する事項
８．各委員会に関する事項
９．連絡会議に関する事項
10．岐阜県税理士政治連盟に関する事項
11．支部に関する事項
12．税理士による後援会に関する事項
13．政治活動に関する事項
14．機関誌の発行に関する事項
15．新規入会者等に対する研修に関する事項
16．支部への活動報告に関する事項
17．その他の事項

第２号議案　令和５年度収支決算承認の件

令和５年度収支計算書
自  令和５年４月１日  至  令和６年３月31日

項　　目 予 算 額 決 算 額 差　　異

１．会 費 収 入 39,624,000 38,292,000 1,332,000

２．寄附金収入 1,000 537,499 △536,499

３．事 業 収 入 5,874,000 5,874,000 0

４．選挙活動準備金繰戻 3,000,000 3,000,000 0

５．活動支援準備金繰戻 4,280,000 4,280,000 0

６．周年事業準備金繰戻 1,000,000 1,000,000 0

７．その他の収入 180,000 1,385,200 △1,205,200

８．前年度繰越金 19,231,796 19,231,796 0

収　入　合　計 73,190,796 73,600,495 △409,699

収　入　の　部 （単位：円）

氏名 政党 選挙区 後援会長 幹事長

里見　隆治 公 明 党 愛知県 梅原　一男 上島　大慶

伊藤　孝恵 国民民主党 愛知県 加賀　元浩 服部　達哉

河村たかし 減税日本 名古屋市 浅野　　洋 西尾　正範
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支　出　の　部 （単位：円）

項　　目 予 算 額 決 算 額 差　　異

１．経 常 経 費（� 7,515,000）（� 7,256,810）（� 258,190）

事務所費 7,515,000 7,256,810 258,190

２．政治活動費（� 50,992,800）（� 45,242,484）（� 5,750,316）

⑴組織活動費 22,430,000 20,051,744 2,378,256

⑵事　業　費 3,700,000 3,626,740 73,260

⑶調査研究費 500,000 0 500,000

⑷寄附交付金 24,362,800 21,564,000 2,798,800

３．準　備　金（� 3,000,000）（� 3,000,000）（� 0）

選挙活動準備金繰入 3,000,000 3,000,000 0

４．予　備　費（� 11,682,996）（� 0）（� 11,682,996）

予 備 費 11,682,996 0 11,682,996

支 出 合 計 73,190,796 55,499,294 17,691,502

次年度繰越金 0 18,101,201 △18,101,201

合 　 　 計 73,190,796 73,600,495 △409,699

財　　産　　目　　録
令和６年３月31日現在

（単位：円）

科　　目 摘　　要 金　　額

資産の部

Ⅰ　流動資産

　　現　　　金 現金有高 121,324

　　預　貯　金 三菱UFJ銀行普通預金 25,433,931

大垣共立銀行普通預金 5,417,664

十六銀行普通預金 4,125,310

ゆうちょ銀行振替貯金 18,642,976 53,619,881

Ⅱ　固定資産

　　保　証　金 ㈱税理士会館 79,996

資産合計 53,821,201

負債の部

　　選挙活動準備金 5,000,000

　　活動支援準備金 30,720,000

負債合計 35,720,000

差引正味財産 18,101,201

１．運動方針
　本連盟は、名古屋税理士会の方針に添い、日
本税理士政治連盟との連携を密にし、本連盟支
部とともに団結して、我々の運動を支持する国
会議員等の後援活動を推進し、政治力を強化す
るとともに、次に掲げる目的達成のために強力
な運動を展開する。
１．納税者の権利擁護と進展する社会の要請
に応え得る税理士制度の確立

１．公正で民主的な租税制度の確立
１．税理士の社会的地位の向上と権利の確
保、拡充

２．重点運動
　上記の運動方針に基づき、次の重点運動を強
力に推進する。
１．中小企業に過重な負担をもたらす税制改
正が行われることのないよう、また中小企
業の活性化に資する政策が実現されるよう
強力な運動を行う。

１．「税理士による国会議員等後援会」を充実
強化し、日常の政治活動を行う。

１．公正な税制の確立及び税務行政改善のた
めの強力な運動を行う。

１．規制改革、二国間・多国間協議等の資格
制度に係る改革の動向を注視し、税理士業
務の無償独占及び税理士会への強制入会制
の堅持のため強力な運動を行う。

１．社会保障・税番号制度の今後の動向を注
視し、時宜に即した適切な運動を行う。

１．租税教育、地方公共団体の監査委員制
度・外部監査制度、登録政治資金監査人制
度、地方公共団体に対する不服申立機関（第
三者機関）及び審理員への税理士の登用等
の公益活動の推進にかかる運動を行う。

１．税理士法改正について、さらなる税理士
制度の発展に向けて強力な運動を行う。

１．支部、後援会を通じて広く会員の意見を
汲み上げる運動を行う。

１．政治資金監査制度については、日本税理
士政治連盟と連携し、運動を行う。

第３号議案　令和６年度運動方針決定の件

令和６年度運動方針（案）
自 令和６年４月１日　至 令和７年３月31日
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第４号議案　令和６年度収支予算決定の件

令和６年度収支予算（案）
自 令和６年４月１日　至 令和７年３月31日

収　入　の　部 （単位：円）

項　　目 予算額 摘　　　　　要

１．会 費 収 入 39,540,000 12,000×3,295

（６年３月末収納会員数3,262×101％）

２．寄附金収入 1,000

３．事 業 収 入 5,874,000 機関誌広告掲載料

４．選 挙 活 動
　　準備金繰戻 3,000,000

５．活 動 支 援
　　準備金繰戻 4,300,000

６．その他の収入 180,000 日税政助成金等

７．前年度繰越金 18,101,201

収 入 合 計 70,996,201

支　出　の　部 （単位：円）

項　　目 予算額 摘　　　　　　要
１．経 常 経 費 （�7,515,000）
　　　事 務 所 費 7,515,000 事務委託費　3,960,000

賃借料　1,248,960
通信費　850,000
送金（振込）手数料　700,000
印刷費　700,000
事務用品費　56,040

２．政治活動費（�53,824,500）
　　⑴組織活動費 23,300,000 会費　6,950,000

行事費　5,500,000
組織対策費　1,020,000
交際費　3,500,000
渉外費　4,800,000
香典等　1,530,000

　　⑵事　業　費 5,600,000 機関誌の発行費等
　　⑶調査研究費 500,000 書籍代　パンフレット代
　　⑷寄附交付金 24,424,500 日税政分担金　5,760,000

寄附金等　18,664,500

３．準 備 金 （�3,000,000）
　　選挙活動準備金繰入 3,000,000
４．予 備 費 （�6,656,701）
　　　予　備　費 6,656,701

支 出 合 計 70,996,201

　　  参  考  　　

名古屋税理士政治連盟規約（抜粋）

（組織）
第５条　本連盟は、名古屋税理士会に入会して
いる税理士を会員（名古屋税理士会会則第６
条第２項に掲げるものをいう。）として組織す
る。

（会費）
第29条　会員は、１事業年度につき、12,000円
（月額 1,000円）の会費を各事業年度の４月末
日までに納付しなければならない。ただし、
各事業年度においてこの会費を前期（４月か
ら９月まで。）及び後期（10月から翌年３月ま
で。）の２期に分ち、前期分については、各事
業年度の属する年の４月末日までに、後期分
については、同年の10月末日までに納付する
ことができる。

支部表彰

定期大会の議案審議中
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第３条（１）該当者17名
小　原　香　織（岐 阜 北）　　　　岩　田　勝　司（大　　垣）　　　　髙　橋　貞　光（大　　垣）
水　野　泰　正（中 津 川）　　　　西　山　和　則（千　　種）　　　　水　野　敬　子（千　　種）　　
村　瀬　三　浩（千　　種）　　　　岩　田　竜　平（名古屋東）　　　　菱　田　裕　之（名古屋東）　　
飯　島　明　伸（名古屋北）　　　　籔　本　裕　信（名古屋北）　　　　尾　崎　秀　明（名古屋中）　　
久　納　幹　史（名古屋中）　　　　酒　井　正　勝（名古屋中）　　　　井　上　　　新（熱　　田）　
大　川　雅　彰（熱　　田）　　　　後　藤　美喜夫（中　　川）

第３条（２）該当者47名
岩　井　由紀子（岐 阜 北）　　　　呉　岡　文　二（岐 阜 南）　　　　高　木　勢　生（岐 阜 南）
玉　田　　　眞（岐 阜 南）　　　　中　野　一　宏（岐 阜 南）　　　　松　井　孝　穀（岐 阜 南）
鹿子嶋　　　肇（大　　垣）　　　　河　合　伸　治（大　　垣）　　　　鈴　木　祐　人（大　　垣）
山　下　公　平（高 山）　　　　有　賀　康　弘（多 治 見）　　　　塚　田　　　泉（多 治 見）
左　髙　武　史（　 関 　）　　　　安　田　昌　孝（　 関 　）　　　　熊　澤　彰　人（中 津 川）
砂　場　広　平（中 津 川）　　　　柘　植　麻　美（中 津 川）　　　　大　川　昌　代（千　　種）
梨ヶ瀬　浩　一（千　　種）　　　　西　山　和　則（千　　種）　　　　兵　藤　弘　隆（千　　種）
水　野　敬　子（千　　種）　　　　岩　田　竜　平（名古屋東）　　　　河　村　裕　明（名古屋東）
寺　澤　克　佳（名古屋東）　　　　樋　沢　武　司（名古屋東）　　　　堀　部　克　己（名古屋北）
大　口　泰　史（名古屋西）　　　　加　賀　元　浩（名古屋西）　　　　岡　崎　拓　郎（名古屋中村）
河　合　秀　樹（名古屋中村）　　　　島　田　雄　仁（名古屋中村）　　　　長谷川　雅　一（名古屋中村）
小　関　剛　史（名古屋中）　　　　加　藤　雅　敏（名古屋中）　　　　倉　橋　みどり（名古屋中）
小　島　啓　嗣（名古屋中）　　　　酒　井　正　勝（名古屋中）　　　　佐　藤　彰　洋（昭　　和）
助　永　英　樹（昭　　和）　　　　荒　川　達　典（熱　　田）　　　　井　上　　　新（熱　　田）
寺　下　雅　治（熱　　田）　　　　水　谷　時　秀（熱　　田）　　　　小　出　繁　明（中　　川）　　
後　藤　美喜夫（中　　川）　　　　坂　口　美　穂（半　　田）

第３条（３）該当者１名
　　　田　中　道　義（熱　　田）
　　　税理士による牧義夫後援会 会長

第３条（４）該当者１名
内規１ 藤　川　師　弘（大　　垣）
　　　税理士による棚橋泰文後援会 会長

令和６年度支部表彰名簿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高 山 支 部

　　　　　岐阜北支部　　　　岐阜南支部　　　　関 支 部　　　　中津川支部
　　　　　名古屋東支部　　　　名古屋北支部　　　　中 川 支 部　　　　半 田 支 部

令 和 ６ 年 度 表 彰 者令 和 ６ 年 度 表 彰 者
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（注）上記代議員の任期は、規約第16条第２項により、令和６年６月14日から第52回定期大会の日まで。

支　部　名 代　　　　議　　　　員　　　　名

岐 阜 北

深　川　祐　司　　　長　尾　　　博　　　加　藤　直　之　　　永　森　真知子　　　三　尾　剛　敏　　　
美濃島　慎　平　　　折　戸　俊　行　　　岩　井　由紀子　　　市　川　公　一　　　栗　本　直　美　　　
川　地　道　男　　　平　工　信　雄　　　服　部　守　恭　　　陰　田　正　男　　　早　川　昭　雄　　　
河　合　通　雄　　　野　部　文　之　　　吉　村　俊　介　　　汲　田　雅　司

岐 阜 南
石　黒　敏　司　　　丹　下　忠　彰　　　梅　村　信　之　　　呉　岡　文　二　　　小　林　直　樹　　　
杉　浦　勝　美　　　竹　田　昌　弘　　　棚　橋　伸　晃　　　丹　下　　　亮　　　林　　　　　享　　　
三　浦　陽　平　　　山　岸　健　次

大 垣 藤　川　師　弘　　　土　屋　雅　彦　　　北　倉　拓　也　　　鈴　木　智登志　　　山　中　勝　彦　　　
井　上　　　学　　　髙　橋　茂　樹　　　井　野　康　人

高 山 青　山　真　琴　　　奥　田　朋　子　　　古　里　圭　史　　　林　　　憲　治

多 治 見 大　野　義　豊　　　前　川　直　彦　　　松　岡　剛　生　　　山　村　宜　久　　　宮　地　一　哉　　　
森　川　朋　美　　　小笠原　　　稔　　　佐　藤　義　行　　　前　川　孝　彦

関 山　田　尚　武　　　永　田　博　和　　　中　村　博　逸　　　落　合　伸　弘
中 津 川 鈴　村　正　樹　　　西　尾　博　隆　　　光　岡　要次郎

千 種

安　達　　　智　　　阿野田　　　靖　　　池　田　大　志　　　石　田　敏　夫　　　石　橋　隆　一　　　
市　川　美智代　　　井ノ上　由貴男　　　五百田　生　雄　　　大　川　昌　代　　　北　村　徳　志　　　
後　藤　純　志　　　榊　原　輝　重　　　佐　藤　　　泰　　　清　水　幹　弘　　　鈴　木　伸　明　　　
寺　西　勇　喜　　　梨ヶ瀬　浩　一　　　服　部　達　哉　　　林　　　俊　彰　　　日比野　　　久　　　
水　谷　公　俊　　　水　野　貴　文　　　水　野　　　誠　　　森　　　友　子　　　山　本　　　明　　　
和　田　義　雄

名 古 屋 東

岩　田　竜　平　　　宇佐美　貞　幸　　　加　藤　治　男　　　河　村　裕　明　　　倉　田　崇　史　　　
小　出　恭　己　　　小　林　敏　也　　　寺　澤　克　佳　　　長　江　卓　則　　　中　島　貞　興　　　
二ノ宮　將　彦　　　野々山　　　浩　　　早　川　智　央　　　林　　　一　伸　　　水　野　博　信　　　
吉　野　泰　一

名 古 屋 北
岩　田　久美子　　　木　村　浩一郎　　　高　阪　　　薫　　　小　林　弘　隆　　　酒　井　智　弘　　　
重　富　久　夫　　　田　中　亮　太　　　濱　田　和　希　　　濱　田　　　健　　　林　　　めぐみ　　　
穗　迫　　　勉　　　堀　部　克　己　　　松　本　安　司

名 古 屋 西
長　戸　健　聖　　　加　賀　元　浩　　　一　江　英　和　　　田　中　吉　彦　　　山　田　光　伺　　　
大　野　治　彦　　　妹　尾　明　宏　　　後　藤　大　輔　　　水　野　将　弘　　　新　保　善　朗　　　
赤　堀　　　晋　　　伴　野　泰　信　　　山　元　　　剛

名古屋中村

石　原　慎　一　　　岡　崎　拓　郎　　　小　川　　　進　　　織　田　昭　宏　　　笠　原　興　善　　　
加　藤　久　博　　　河　合　秀　樹　　　小　出　敏　明　　　小　島　京太郎　　　後　藤　章　仁　　　
篠　田　　　學　　　島　田　雄　仁　　　高　橋　隆　美　　　鳥　居　　　翼　　　中　山　清　文　　　
西　垣　哲　雄　　　橋　本　博　孔　　　長谷川　雅　一　　　花　木　栄　治　　　春　田　　　猛　　　
深　谷　雅　俊　　　松　田　憲　治　　　三　浦　一　博　　　水　野　圭　爾　　　森　田　清　則

名 古 屋 中

浅　野　　　要　　　天　野　祐　子　　　井　藤　丈　嗣　　　今　村　眞由美　　　小　川　　　徹　　　
荻　巣　好　克　　　小　関　剛　史　　　梶　田　温　子　　　形　部　　　恒　　　加　藤　雅　敏　　　
久　納　幹　史　　　黒　宮　正　美　　　小　島　啓　嗣　　　後　藤　真　弓　　　斎　藤　浩　基　　　
酒　井　正　勝　　　新　町　未　紀　　　杉　浦　康　晴　　　杉　山　隆　英　　　鈴　木　洋　司　　　
武　井　知　佐　　　俵　　　直　人　　　出戸端　敏　彦　　　豊　泉　　　敏　　　長　尾　幸　展　　　
中　島　数　延　　　秦　　　隆　文　　　服　部　健　嗣　　　稗　田　　　宏　　　東　本　真　依　　　
久　田　英　詞　　　藤　崎　明　子　　　藤　村　伸　介　　　三　品　雅　義　　　水　野　良　夫　　　
宮　部　一　道　　　美谷脇　東　治　　　村　上　和　成　　　村　田　知英子　　　八　木　秀　樹

昭 和

渥　美　雅　裕　　　大　澤　雅　治　　　大　橋　裕　志　　　小　川　令　持　　　加　藤　清　和　　　
後　藤　基　文　　　杉　野　嘉　則　　　鈴　木　　　勝　　　平　井　　　睦　　　表　野　宏　和　　　
藤　井　義　大　　　神　谷　守　俊　　　松　原　敏　朗　　　谷　髙　範　昭　　　助　永　英　樹　　　
梅　本　由美子　　　小　林　正　俊　　　米　澤　　　健　　　荒　川　章　三　　　上　杉　修　平　　　
土　屋　広　高　　　松　永　研　嗣　　　菅　沼　宏　司　　　上　島　純　子　　　佐　藤　彰　洋　　　
成　田　芳　一

熱 田
荒　川　達　典　　　伊　藤　十士男　　　井　上　　　新　　　梅　原　一　男　　　大　村　圭　二　　　
桂　　　一　朗　　　篠　田　　　孝　　　鈴　木　博　也　　　田　中　道　義　　　前　田　　　真　　　
水　谷　光　宏　　　宮　川　　　淳　　　三　好　真　雄　　　森　　　広　忠　　　吉　川　達　哉

中 川 近　藤　実　晴　　　中　垣　吉　晴　　　西　川　　　勲　　　福　本　恵　一　　　水　谷　正　則　　　
安　井　　　健　　　西　尾　重　義

半 田 岩　﨑　　　忍　　　加　藤　佳代子　　　金　田　崇　志　　　新　海　智　隆　　　多　賀　公　彦　　　
蓜　島　　　誠　　　前　田　晃　教　　　槇　　　浩　章　　　松　山　恵　里　　　水　野　雅　之

代　議　員　名　簿
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諸　会　合　報　告

「支部長・後援会長連絡会議」を開催

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

　令和６年６月14日（金）午前11時30分から名古屋東急ホテルにおいて「後援会長連絡会議」を開催し
た。平昌彦会長のあいさつの後、小島善弘幹事長及び担当副幹事長から後援会長へ「令和７年度の税
制改正に関する要望書」、「税理士による後援会『定期総会』における早期陳情等実施のお願い」、「税理
士による後援会への交付金」、「税理士による後援会による勉強会」、「支部長・後援会長連絡会議の開
催」「推薦国会議員等政策担当秘書との勉強会の開催」「今後の会議等開催予定」などについて連絡した。

令和６年６月14日　第４回正副幹事長会
〔協議事項〕
１．第51回定期大会及び国政報告会等の運営に
ついて

２．後援会長連絡会議の運営について
３．名古屋税理士政治連盟岐阜県支部連合会
「第23回定期総会」への出席について

４．支部長・後援会長連絡会議の開催及び運営
について

５．推薦国会議員等政策担当秘書との勉強会の
開催及び運営について

６．令和６年度支部及び後援会への交付金につ
いて

７．名古屋・岐阜両青年税理士連盟との意見交
換会の議事録について

８．衆議院議員　武藤容治事務所からの依頼へ
の対応について

９．早期陳情の実施について
10．各種行事への出席者の確認等について
11．税理士による古川元久後援会「定期総会」へ
の出席について

12．税理士による藤川政人後援会「定期総会」へ
の出席者の確認について

13．税理士による野田聖子後援会「定期総会」へ
の出席者の確認について

14．税理士による武藤容治後援会「定期総会」へ
の出席者の確認について

15．古川元久政経フォーラム「特別講演会」への
出席者について

16．東海税理士政治連盟「国会議員との税政に
関する勉強会」（伊藤たかえ参議院議員）へ
の出席について

17．浅田恒博氏　旭日小綬章受章祝賀会への出

席について
18．令和６年度会議等開催予定について
19．監査における意見、要望等に関する回答に
ついて

20．インボイス制度について
21．ホームページのリニューアルについて
22．メール配信について

〔報告事項〕
１．支部からの代議員の選出結果について
２．支部定期大会への出席報告について
３．総務会の開催結果について
４．国対・組織委員会合同会議の開催結果につ
いて

５．広報委員会全体会議の開催について
６．鈴木淳司衆議院議員事務所の移転について
７．証票交付式における研修の講師順序の確認
について

８．名税政会報「展望」の原稿執筆順序の確認に
ついて

９．日税政委員会報告について

令和６年６月21日　第３回広報委員会
〔協議事項〕
１．「名税政」５月号の反省と６月号の発行報告
について

２．「名税政」７月号の編集について
３．「名税政」８月号の企画について
４．ホームページの更新について
５．メール配信の実施について
６．原稿作成予定者の確認について
７．今後の会議日程について
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令和６年７月１日時点

◦ 税理士による後援会定期総会開催のお知らせ ◦

日　　時　　令和６年８月３日（土）　　定期総会：午前10時30分から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　陳　　情：午前11時から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　懇 親 会：正午から
会　　場　　大垣フォーラムホテル

「税理士による棚橋泰文後援会」定期総会

日　　時　　令和６年８月５日（月）　　定期総会：午後６時から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　懇 親 会：定期総会終了後
会　　場　　サイプレスガーデンホテル

「税理士による牧義夫後援会」定期総会

日　　時　　令和６年９月７日（土）　　定期総会：午後４時から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　懇 親 会：午後５時から
会　　場　　シティホテル美濃加茂

「税理士による渡辺猛之後援会」定期総会

日　　時　　令和６年９月８日（日）　　定期総会：午後３時30分から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　陳　　情：定期総会時間内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　懇 親 会：定期総会終了後
会　　場　　多治見税理士会館

「税理士による古屋圭司後援会」定期総会

日　　時　　令和６年９月６日（金）　　陳　　情：午後６時から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　定期総会：午後６時30分から
　　　　　　　　　　　　　　　　　　懇 親 会：午後７時30分から
会　　場　　サイプレスガーデンホテル

「税理士による里見隆治後援会」定期総会

※�税理士による後援会「定期総会」の開催日時及び会場につきましては、令和６年７月１日時点の情報です。

　開催日時及び会場につきましては、変更になる場合があります。

　�恐れ入りますが、ご出席される方におかれましては、各後援会へ事前にご確認いただきますようお願いいたします。
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　初動負荷トレーニングをご存じでしょうか？

イチロー選手や山本昌選手がオフになると鳥取

のワールドウィングというジムで、自主トレで

行っていたというと、ご存じの方がいらっしゃ

るかもしれません。このワールドウィングが名

古屋にもあり、ここに通って丸６年になりまし

た。プロ野球選手がオフにやるトレーニングと

いうとハードなものを想像するかもしれませ

ん。でも実際は重いものを持ち上げるわけでも

なく、ハアハアと息のあがるものでありません。

説明するのは難しいのですが、特殊なマシーン

を使って日常生活ではあまり大きく動かすこと

ないような体の場所（例えば肩甲骨や股関節を）

を力まずリラックスして軽い負荷で動かす運動

です。

　このトレーニングを始めて、まず肩こりや背

中の張りがなくなりました。不思議なことにこ

れを行うと一日のデスクワークの疲れ、特に眼

精疲労がとれ視界がはっきりします。ひどい猫

背だった姿勢も若干、改善したように思います。

またゴルフの飛距離とスコアアップにはかなり

の効果があると思います。何か運動しなきゃと

思っている方にお勧めします。

� （広報委員　加藤　正樹）

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
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　税理士会ビルには、名古屋税理士会、名古屋税理士政治連盟、名古屋税理
士協同組合、株式会社税理士会館の４団体がございます。管理する施設を、
講演会・セミナーなどのイベントや会議でご利用いただけます｡ご利用の際
は、名古屋税理士協同組合（TEL 052-752-6111）へご連絡ください。

税理士会ビルのご案内
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名鉄協商パーキング
覚王山第４名鉄協商パーキング

池下東

名鉄協商パーキング池下東第２

名鉄協商パーキング
池下東第4

パラカ名古屋市堀割町第１

名鉄協商パーキング池下東第３

名古屋市
池下駐車場 至東山公園

至藤ヶ丘今池駅 池下駅

今池 池下

地下鉄東山線

千種郵便局

千種消防署
覚王山出張所

広小路通
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千種警察署南

N

税理士会ビル

交通のご案内　●地下鉄：東山線池下駅2番出口より徒歩3分　●市バス：池下バスターミナルより徒歩5分

60

●株式会社税理士会館●

８階　会議室・応接室

４階　名古屋税理士会、名古屋税理士政治連盟、
　　　名古屋税理士協同組合、株式会社税理士会館

３階　会議室、図書室、相談室

２階　ホール

１階　ラウンジ・喫茶

近隣の駐車場MAP ※税理士会ビルに駐車場はありません。
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税理士会ビルの建物内及び敷地内の全面禁煙について
　令和５年９月末日をもって、税理士会ビル２階喫煙ルームの閉鎖及び１階北
側千種警察署側出入口の灰皿の撤去をいたしました。
　建物内及び敷地内は全面禁煙となりますのでよろしくお願いいたします。
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